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第8図　南串山町の春・秋別バレイショ作付面積と収穫量の推移
　本町は小浜町と同じく，農協の指導もあって，春作は早掘りマルチが盛んに行われてい
る。栽培品種はメークイソである。1月上旬から植付けを始め，4月下旬から5月にかけ
て収穫し，出荷する。この時；期は，北海道産の出荷や秋作の出荷が終わり，市場に出回る
量が少ないので，早掘りマルチは価格面で有利である。この方式が始まったのは昭和28年
で，男爵いもの早出し栽培をこの地で試作したことからである。そして35年ごろから本格
的なマルチ栽培が普及していった。また，連作障害のために，二期作を止め，輪作を行う
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農家が多く，輪作作物としては野菜に力を入れている。栽培している野菜はレタスを中心
に，たまねぎ・カリフラワー・ブロッコリー・グリーンボールなどである。なお，輪作は
島原半島全域で行われるが，南部が圧倒的に多く，北部や西部の愛野町，千々石町では少
ない。また，土壌回復を目的として，ソルゴー（牛の飼料）を作付けする農家もある。ソ
ルゴーは春に植付け，8月ごろ刈り取り，1週間程度乾燥させた後，土中に敷き込む。こ
うすると，土壌中の有機物が増加するのである。しかし農家にとっては，夏の暑い盛りの
刈り取り作業は負担が大きく，敬遠されがちで，むしろ，鶏糞などを多く用いる傾向にあ
る。また，ソルゴーなどを夏季に栽培した場合には，通常の秋植えバレイショが出来なく
なるため，10月中旬に植え付けをし，1月末ごろに収穫するという抑制バレイショの遅植
えも実施されている。この方式を地元では，新バレイと称し，栽培する品種はニシユタカ
やメークインで，この形の栽培は，今後増えていくことが予想される。本町では輪作がか
なり行なわれているので，病気は少なく，クロールピクリソの使用頻度は愛野町ほどでは
ない。
　なお，各地域とも，機械による作業を行なっているが，とくに，愛野町では，テーラー
に取り付けて使用するポテトプランターという植付け機を使用しており，普及台数も57台
（1987年4月）におよび，合理化に努めている。他地域では手作業による植付けが一般的
である。
5．おわりに
　昭和40年ごろから本格化した島原半島のバレイショ栽培を，特に盛んな西部地域に焦点
をおいて考察してきた。自然条件は，いずれも火山性の堆積物で覆われた台地ないしは丘
陵地において栽培が行なわれ，土壌は一部に赤色土の地域もあるが，黒色土の地域が多い。
西部地域北半の愛野・千々石両町は，暖地二期作の標準的作型の経営を行っているのに対
し，南部の小浜・南串山両町は，早出しのマルチ栽培に重点をおいた経営を行っている。
しかし10a当り収量は，4町とも，大きな差はなく，春植えで2，200㎏前後，秋植えで1，500
㎏前後，年間合計3，700㎏（1985年）である。
　本地域は，収穫の増大を望むあまり，春・秋植えの連作が行なわれ，ために連作障害が
現われ，その対策が課題となり，特にクロールピクリンなどの農薬の使用が恒常化し，そ
のため，効果が薄くなるなどの弊害が出ている。従って，連作障害対策として，半島南部
ではレタスなどの野菜を中心とした輪作が盛んに行われるようになったが，最近は，イチ
ゴなどの施設園芸を輪作体系に取入れることも推進されている。また，客土として赤土を
他地域から運び入れて土壌改良を進めるとともに，さらには無病・良質の種いもの使用を
奨励して，病害や連作障害の発生を防ぎ，良質のバレイショの生産に努力している。また，
最近の消費傾向として，高品質指向が強く，良質のものが高く売れることから，労働費な
どに多少の経費がかかり，コストが高くなっても，ミニハウスやトンネルで栽培するなど
の工夫をし，さらには，澱粉の含有量の高い品種を育成し，鮮度を保持するための低温貯
蔵庫を設置するなどの工夫が要求されている。
　今後，輸入の自由化に伴うアメリカなどからの輸入は，主に澱粉用としていた北海道産
のバレイショに打撃を与え，その対策として，低温貯蔵により出荷時期を遅らせ，8月く
らいまで，北海道産が市場に介入してくることが子忌される。従って，暖地系の本地域の
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バレイショに脅威となることも予想しておかなければならない。また，鹿児島産のカンシ
ョが，バレイショ生産に転換してくることも考えられ，島原半島のバレイショ生産は，生
産・流通に一層の工夫が求められるであろう。
　〔付記）
　本調査研究を進める中で，現地の愛野・千々石・小浜・南串山各町役場の農林係，そし
て長崎県総合農林試験場愛野馬鈴薯支場の皆さんには多大のご教示とご協力を頂いたこと
に対しまして，厚く御礼申し上げます。また，資料収集・整理には竹井文代氏の協力を得
たことも附記して，感謝の意を表します。
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